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牛群検定の利活用などについて、解説記事を掲載しています
１ デ－リイマン７月号

牛群検定は国の事業としてやるべきだ 秋田県酪農連盟会長 柴田輝男氏

２ デ－リイマン７月号
牛群検定システム 北海道酪農検定検査協会
北海道における牛群検定活用を紹介しています

３ 農業共済新聞６月１８日号
高能力の牛群育成 牛群検定を基に自らの目で判断 長野県高山村 前田勉氏

４ 全酪新報７月１日号 全国酪農協会
牛群検定ワンポイントレッスン その１３ 暑熱対策

５ 酪農ジャ－ナル７月号 酪農学園大学エクステンションセンタ－
牛群検定だより（第４回）乳用牛群検定事業検定実施方法及び基準の改正のポイント
牛群検定のル－ルが８年ぶりに改正になりました。

６ ＬＩＡＪニュースＮｏ１４６ 平成２６年５月号（家畜改良事業団）
特集「牛群検定を暑熱対策に利用しよう！」
牛群検定情報「乳用牛群検定事業検定実施方法及び基準」
http://liaj.lin.gr.jp/japanese/kentei/kentei.html 牛群検定情報 検索

好評配布中！「周産期病の予兆は牛群検定で素早くキャッチ！」
乳用牛群検定全国協議会において乳用牛の飼養管理技術改善システム開発事業により作成したパ

ンフレットを検定農家全戸に無料配布中です。牛群検定成績を周産期病の予防に活かす方法を豊富
なカラ－写真を使って解説しています。ご不明な場合は、検定組合または当団までお問い合わせく
ださい。（家畜改良事業団情報分析センタ－Ｔ03-5621-8921 Ｅメ－ルtoiawase@liaj.or.jp）

１ 飼料成分と生乳成分の関係
２ 牛群検定成績の利用

（１）Ｐ／Ｆ比
（２）ＭＵＮと乳蛋白質率の利用

３ 周産期病について
（１）濃厚飼料過多が原因となる疾病

ル－メンアシド－シス、蹄葉炎など
（２）分娩後のエネルギ－不足が原因となる疾病

ケト－シス、脂肪肝など
（３）カルシウムが原因となる疾病

乳熱、胎盤停滞など
（４）繁殖障害
（５）乳房炎

新規検定農家募集中！
パワ－アップした「検定試行」をご利用ください！
家畜改良事業団では「乳用牛改良対策事業」により、牛群検定を半年間無料体験できるお試し検

定を本年度も実施します。従来は１０月までには検定試行を開始して頂かないと、年度内に補助対
象の半年間を満度に利用出来ませんでした。今回から、この部分を改めて、いつ検定試行を開始し
ても、半年間の補助が可能となりました。これを機会に、検定に未加入の農家に一声かけてみてく
ださい。

新規加入農家には、牛群検定成績の利活用（入門編）を解説したビデオをＤＶＤとテキスト
で配布しています。「利活用がよくわからない．．．」という方にも安心です。
なお、ビデオはインタ－ネットでも無料視聴できます。

http://seo.lin.gr.jp/elearning/user.html 畜産経営活性化 検索



乳用牛の後継牛確保について
乳用牛への黒毛和種の交配が４７.３％に！

日本家畜人工授精師協会の調べ(平
成２６年１～３月期、6/25公表)では、
乳用牛への黒毛和種の交配が増加傾向
にあり過去最高水準に近づきつつあり
ます。これは子牛価格の上昇傾向等に
原因があるものと考えられますが、近
年の酪農状勢では、酪農家戸数の減少
に伴う経産牛頭数の減少等による生乳
生産基盤の確保が喫緊の課題になって
います。

交配の影響は、妊娠期間及び育成期
間を経た３年後に表れると言われてい
ます。牛群検定成績表や改良情報を利
用して、ＮＴＰ上位４０位の優良な種
雄牛による十分な頭数の後継牛を確保
できるように交配してください。

３０５日乳量が過去最高の全国平均９,４０６ｋｇを記録！
対前年も９年ぶりの大きな伸び

平成２３年は大きく３０５日乳量を下げ
ましたが、平成２５年のホルスタイン種の
３０５日乳量は過去最高の乳量となりました。
全国9,406kgで対前年+120kgにもなります。

対前年で100ｋｇ以上に伸びたのは、
平成１６年に記録して以来９年ぶりの大きな
伸びとなります。特に北海道で大きく伸びて
おり9,383kg（対前年＋153kg）にもなります。
都府県は9,452kg（対前年＋54kg）となって
います。

好評！乳量計レンタル！
乳量計のレンタルが大変ご好評を頂き、現在１４０台を超えて

ご利用頂いています。好評の要因は、リ－ズナブルな価格に加え、
毎年行う性能検査がセットになっており、オ－バ－ホ－ルによる
メンテナンスも行われます。きれいな状態で正確な検定が行える
ところが魅力です。対象機種は以下のとおりです。

ツル－テスト ミルクメ－タ－Ｆ型およびＦＶ型
ワイカト ミルクメ－タ－スピ－ドサンプラ－およびＭＫ５型
http://liaj.lin.gr.jp/japanese/kentei/kentei_info.html 牛群検定関連の案内 検索

牛個体識別耳標の配布について
子牛が生まれたときに装着する耳標の本年度第１回目の配布は、７月上旬から中旬に行います。

第２回目以降および脱落などによる再発行耳標の配布等の詳細は、以下をご覧ください
http://liaj.lin.gr.jp/japanese/kentei/ID/id-info.html 個体識別技術情報 検索


